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主
な
内
容

平
成
21
年
第
４
回
臨
時
会

◎ 

平
成
21
年
第
４
回
臨
時
会
は
11

月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
）

◎ 

平
成
21
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
の
９

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し

た
。

◎ 

第
４
回
定
例
会
で
は
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
１
件
、

補
正
予
算
８
件
、
請
願
２
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
各

議
案
に
つ
い
て
、
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

じ

も

く

議
案
の
概
要 

Ｐ
２

一
般
質
問 

Ｐ
４

平
成
平
成
2121
年
第
４
回
定
例
会
及
び　
　
　

年
第
４
回
定
例
会
及
び　
　
　

第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2121
年
第
４
回
定
例
会
及
び　
　
　

年
第
４
回
定
例
会
及
び　
　
　

第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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平成 21年　第４回臨時会　　議決一覧表

会
期
・
日
程

●
11
月　

臨
時
会
●

26 
日
（
木
）
本
会
議

　

 

議
案
の
上
程
及
び
説
明
、
質

疑
、
討
論
、
採
決

●
12
月　

定
例
会
●

３
日
（
木
）
本
会
議

　

開
会

　

会
期
の
決
定

　

議
案
の
上
程
及
び
説
明

４
日
（
金
）
本
会
議

　

一
般
質
問

７
日
（
月
）
本
会
議

　

一
般
質
問

　

議
案
に
対
す
る
質
疑

　

議
案
の
委
員
会
付
託

８
日
（
火
）
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日
（
水
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

11
日
（
金
）
本
会
議

　

 

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論

採
決

　

 

閉
会
中
の
継
続
調
査
（
議

運
・
広
報
）

　

閉
会

平成 21年（12 月）　第４回定例会　　議決一覧表

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

報告第 10号 専決処分の報告について（第５号）
管理瑕

か

疵
し

による損害賠償の額を定めた
ことについて、報告するものです。

報 告

承認第５号
専決処分の承認を求めることにつ
いて（第５号）

平成 21年度つくばみらい市一般会計補
正予算（第５号）について専決処分を
したので、承認を求めるものです。

原案承認

議案第 49号
つくばみらい市職員の給与に関す
る条例等の一部を改正する条例

８月 11日に出された人事院勧告に基づ
き、月例給の引下げ、期末・勤勉手当
の支給率の引下げ及び住宅手当の廃止
の措置を講ずる必要があるため、該当
条例の一部を改正するものです。

原案可決

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

議案第 50号
つくばみらい市放課後児童対策事
業負担金徴収条例の一部を改正す
る条例

夏季や冬季休業日等の数日間の長期休
業日に、期間限定で入級する児童の世
帯及び通年で２人以上の児童が入級す
る世帯について負担金を軽減するため、
条例の一部を改正するものです。

原案可決
議案第 51号

平成 21 年度つくばみらい市一般
会計補正予算（第６号）

歳入歳出それぞれ４億５千 621 万８千
円を追加し、予算の総額を 150 億１千
497万９千円とするものです。

議案第 52号
平成21年度つくばみらい市国民健
康保険特別会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ５千 346 万７千円
を追加し、予算の総額を 44 億 629
万９千円とするものです。

議案第 53号
平成21年度つくばみらい市後期高
齢者医療特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ 10万円を追加し、予
算の総額を２億７千 305 万７千円とす
るものです。
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番　　号 請願・陳情名 結　　果

請願第６号 八ッ場ダム中止問題について県に求める

不採択

請願第７号 八ッ場ダム中止問題について

議案番号 議　　　　案　　　　名 議案の概要 結　果

議案第 54号
平成 21 年度つくばみらい市介護
保険特別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 455 万２千円を追
加し、予算の総額を 21 億１千 917
万５千円とするものです。

原案可決

議案第 55号
平成21年度つくばみらい市公共下
水道事業特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ３万２千円を減額し、
予算の総額を 12 億２千 697 万２千円
とするものです。

議案第 56号
平成 21 年度つくばみらい市農業
集落排水事業特別会計補正予算
（第３号）

歳入歳出それぞれ 179 万３千円を追加
し、予算の総額を３億 923 万２千円と
するものです。

議案第 57号
平成21年度つくばみらい市市営分
譲住宅特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ 80万円を減額し、予
算の総額を５千 524 万８千円とするも
のです。

議案第 58号
平成 21 年度つくばみらい市水道
事業会計補正予算（第２号）

収益的収入及び支出で、支出を138万２千
円追加し、10億５千506万４千円とす
るものです。

会議録の公開
について

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及
び

議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始
は
、

各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と
な
り
ま
す
。

◆ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
録
画
中
継
配

信
中

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
平

成
21
年
３
月
定
例
会
分
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
録
画
中
継

の
配
信
を
試
験
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
試
み
は
、

市
の
重
要
な
課
題
は
何
か
を

多
く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
情
報
の
公
開
と
共
有

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ

の
映
像
の
掲
載
期
間
は
１
年

と
な
り
ま
す
。
編
集
に
は
フ

リ
ー
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
経

費
を
か
け
ず
に
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
開
始

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ
ル
ー

プ
か
た
く
り
』
の
方
々
に
よ

る
も
の
で
、
活
動
は
、
声
の

広
報
と
し
て
つ
く
ば
み
ら
い

市
の
「
広
報
つ
く
ば
み
ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協
だ
よ
り
」

な
ど
の
音
声
訳
を
行
っ
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓

口
に
目
の
不
自
由
な
方
々
を

対
象
に
、
無
料
で
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を
し
て

い
ま
す
。
音
声
に
よ
る
議
会

だ
よ
り
は
、
お
借
り
し
た
テ
ー

プ
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て
作

成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

聴
き
く
だ
さ
い
。
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●
海
老
原
議
員　

２
７
０
ha

の
う
ち
、
今
般
、
ス
ポ
ー
ツ
用

品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ア
シ
ッ

ク
ス
社
の
物
流
セ
ン
タ
ー
の

進
出
が
決
定
し
て
、
つ
く
ば

み
ら
い
市
民
に
も
大
変
期
待

さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に

は
住
宅
地
の
み
ら
い
平
地
区

に
、
商
業
や
企
業
立
地
の
用

地
が
ど
の
く
ら
い
用
意
さ
れ

海老原　弘　議員

みらい平開発地域の見
直しについて

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。
伊

奈
地
区
は
、
ほ
と
ん
ど
工
業

用
地
は
な
い
が
、
最
近
に
な
っ

て
筑
波
ゴ
ル
フ
近
く
に
物
流

の
た
め
の
大
き
な
倉
庫
が
急

激
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
と

し
て
、
す
ぐ
に
実
施
可
能
な

み
ら
い
平
地
区
の
大
規
模
な

計
画
の
見
直
し
を

図
り
、
茨
城
県
と

一
体
と
な
っ
て
発

展
を
図
る
こ
と
が

一
番
必
要
な
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

●
市
長　

５
月
に

実
施
を
し
た
事
業

計
画
の
変
更
等
に

よ
り
、
一
部
の
住

宅
用
地
を
計
画
建

設
用
地
へ
と
変
更

を
行
い
、
商
業
、

業
務
施
設
の
立
地

可
能
な
区
域
が
約
７
ha
増
加

し
、
区
域
全
体
で
は
約
28
　

ha

の
用
地
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、今
後
も
ア
シ
ッ

ク
ス
社
な
ど
に
続
い
て
、
多

く
の
企
業
が
立
地
さ
れ
る
よ

う
、
積
極
的
に
県
に
働
き
か

け
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

観
光
を
含
め
た
商
工
業

の
再
生
に
つ
い
て

設
予
定
を
明
示
す
る
こ
と
で

あ
る
。
統
廃
合
の
問
題
が
あ

り
、
一
朝
一
夕
に
は
行
か
な
い

と
思
う
が
、
学
校
建
設
は
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
４

つ
目
は
、
駅
周
辺
を
商
業
地

域
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現

在
は
近
隣
商
業
地
域
だ
が
、

企
業
の
業
種
や
建
物
の
制
限

が
多
く
、
難
し
い
。
み
ら
い

平
駅
だ
け
が
商
業
地
域
に

な
っ
て
い
な
い
。
５
つ
目
は
、

宅
地
の
販
売
状
況
が
厳
し
い

中
で
、地
権
者
は
困
っ
て
い
る
。

使
用
開
始
に
な
っ
て
も
、
借

り
る
人
も
買
っ
て
く
れ
る
人

も
少
な
い
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
さ
ら
に
ド
バ
イ
シ
ョ
ッ
ク

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
活
性
化

を
ど
う
進
め
る
の
か
答
弁
を

お
願
い
し
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

み
ら

い
平
駅
の
快
速
停
車
に
つ
い

て
は
、
７
月
に
当
市
と
守
谷

市
及
び
つ
く
ば
市
で
県
知
事

に
対
し
協
力
の
要
望
を
行

い
、
８
月
に
は
同
じ
３
市
で

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
に
要

望
を
行
っ
た
。
今
後
と
も
、

快
速
停
車
の
早
期
実
現
に
向

け
、
要
望
活
動
を
実
施
し
て

参
り
た
い
。
次
に
、
東
楢
戸

台
線
は
、
Ｈ
18
年
度
に
着
手

●
堤
議
員　

１
つ
目
に
は
、

TX
み
ら
い
平
駅
を
快
速
停
車

駅
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
乗
客
数
が
少
な
い
こ

と
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、

快
速
が
停
車
す
れ
ば
乗
客
が

増
え
る
。
市
と
し
て
の
権
威

の
問
題
で
あ
り
、
TX
と
再
交

渉
願
い
た
い
。
２
つ
目
は
、
東

楢
戸
台
線
早
期
完
成
、
開
通

が
街
の
発
展
の
キ
ー
を
握
る
。

具
体
的
な
行
程
を
説
明
願
い

た
い
。
３
つ
目
は
、
学
校
の
建

堤　　　實　議員

みらい平開発地の活性
化について

H22年８月稼働予定のアシックス関東つくば配送センター
〈紫峰ヶ丘３丁目537街区〉
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し
Ｈ
27
年
度
末
の
完
成
を
目

指
し
て
お
り
、
Ｈ
20
年
度
末

で
詳
細
設
計
及
び
用
地
測
量

を
完
了
し
、
今
年
度
は
、
用

地
の
鑑
定
及
び
補
償
の
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
な
お
、
地
盤
が
悪
い

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
一
部

用
地
の
買
収
に
入
る
予
定
で

あ
る
が
、
本
格
的
に
は
来

年
度
か
ら
用
地
買
収
を
進

め
、
計
画
年
度
内
の
完
成

を
目
指
し
て
参
り
た
い
。
次

に
、
駅
周
辺
の
商
業
地
域
化

に
つ
い
て
は
、
田
園
都
市
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
健
全
な
市
街
地
を

育
ん
で
い
く
こ
と
や
地
区
周

辺
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
近

隣
商
業
地
域
と
指
定
し
た
も

の
で
、
沿
線
に
お
い
て
は
柏

た
な
か
駅
や
流
山
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
駅
周
辺
も
同
様
の

指
定
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
都
市
計
画
区
域
の
変
更

の
考
え
は
な
い
。
最
後
に
、

宅
地
の
販
売
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
み
ら
い
平
に
大
勢
の

方
が
お
住
ま
い
に
な
る
よ
う
、

県
・
市
そ
れ
ぞ
れ
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
り
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
地
権
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
か
ら
、
市
へ
の
期
待
が
高

い
土
地
活
用
に
関
す
る
税

金
情
報
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
と
こ
ろ

で
、
早
々
に
送
付
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
み
ら

い
平
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

と
県
と
市
が
一
体
に
な
っ
て
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
。

●
教
育
長　

み
ら
い
平
地
区

へ
の
小
中
学
校
の
建
設
に
つ
い

て
は
、学
校
の
統
廃
合
も
含
め
、

今
年
度
設
置
し
た
義
務
教
育

施
設
適
正
配
置
審
議
会
で
審

議
し
て
い
た
だ
く
が
、
年
次

計
画
は
既
存
の
学
校
の
老
朽

化
問
題
な
ど
、
総

合
的
に
把
握
を
し

な
が
ら
財
政
部
局

と
も
協
議
し
、
策

定
の
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
計
画
の
明

示
に
つ
い
て
は
、

審
議
の
途
中
で
あ

り
今
の
と
こ
ろ
未

定
で
あ
る
。

●
副
市
長　

み
ら

い
平
の
開
発
に
お

け
る
県
の
役
割
は
、

ま
ず
、
都
市
再
生

機
構
と
企
業
立
地

懇
話
会
を
設
立
し
、

地
権
者
の
方
と
企
業
を
結
ぶ

働
き
を
し
て
い
る
。
一
方
、
常

磐
自
動
車
道
の
東
側
の
エ
リ

ア
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
駅

前
に
交
番
の
建
設
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
、
次
第
に
ま
ち
の

姿
と
し
て
出
来
上
が
り
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

て
い
る
。
一
方
、
西
側
の
エ
リ

ア
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
都
市

軸
道
路
の
西
側
約
90
　

ha
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
地
区

の
早
期
の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
、
５
月
に
事
業

計
画
の
変
更
が
行
わ
れ
た
が
、

今
後
も
、
県
と
市
が
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
一
層
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
。

●
市
長　

み
ら
い
平
地
区
の

近
隣
商
業
地
域
の
指
定
を
、

商
業
地
域
に
見
直
す
こ
と
は
、

現
在
考
え
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
。

げ
る
必
要
が
あ
る
。
地
方
交

付
税
も
見
直
し
と
な
っ
た
が
、

最
低
限
の
市
民
生
活
を
守
る

財
源
を
確
保
す
る
と
い
う
地

方
交
付
税
制
度
の
基
本
を
、

し
っ
か
り
担
保
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
市
長
は
国
に

ど
う
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

仕
分
け
作
業
は
も
と
も
と
構

想
日
本
が
行
革
を
進
め
る
手

法
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
で
、

既
に
実
施
し
た
自
治
体
で
は
、

仕
分
け
作
業
と
い
う
名
で
、

市
民
の
暮
ら
し
が
次
々
と
削

ら
れ
て
い
る
。
効
率
一
辺
倒

の
行
革
手
法
を
、
自
治
体
に

持
ち
込
ん
で
は
だ
め
だ
。

●
総
務
部
長　

Ｈ
21
年
度

の
事
業
仕
分
け
に
よ
る
当
市

へ
の
影
響
は
、
廃
止
が
３
件
、

30
％
を
超
え
る
縮
減
３
件
、

30
％
未
満
の
縮
減
４
件
、
縮

減
幅
の
明
示
が
な
い
事
業
２

件
、
自
治
体
移
管
が
４
件
、
見

直
し
６
件
の
計
22
事
業
で
あ

る
。
な
お
、
今
後
の
国
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
は
、
市
長
が

提
案
理
由
で
述
べ
て
い
る
と
お

り
、
全
国
市
長
会
あ
る
い
は
全

国
市
議
会
議
長
会
な
ど
、
地

方
６
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
主
権
の
確
立
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
。

川上　文子　議員

｢ 事業仕分け ｣と来年
度予算について

●
川
上
議
員　

事
業
仕
分
け

は
、
思
い
や
り
予
算
な
ど
の

根
本
問
題
に
は
ふ
れ
ず
、
国

民
生
活
に
関
わ
る
大
事
な
予

算
も
縮
減
と
判
定
し
た
。
来

年
度
市
予
算
に
ど
の
程
度
の

影
響
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

今
回
の
仕
分
け
結
果
が
、
自

治
体
の
実
態
に
照
ら
し
て
本

当
に
合
理
性
が
あ
る
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
、
声
を
上

つくばエクスプレス線（陽光台地先）
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（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　
 

す
こ
や
か
福
祉
館
の
食

堂
施
設
利
用
に
つ
い
て

☆　

 

幼
稚
園
・
保
育
所
の
耐

震
診
断
・
耐
震
補
強
に

つ
い
て

☆　

 

県
西
広
域
水
道
用
水
供

給
事
業
料
金
見
直
し
の

要
望
書
に
つ
い
て

て
検
討
し
て
参
り
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

本
制
度

の
商
工
業
や
地
域
の
活
性
化

に
果
た
す
役
割
は
、
軽
視
し

が
た
い
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
、
現
在
の
経
済
や
雇
用
情

勢
の
悪
化
を
も
十
分
に
考
慮

す
べ
き
こ
と
と
考
え
て
い
る

が
、
Ｈ
22
年
度
は
骨
格
予
算

の
た
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
慎
重
に
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
、
全
体
構
成
の
中
で

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

新
型
・
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
防
止
対

策
に
つ
い
て

☆　
 

小
規
模
工
事
契
約
希
望

者
登
録
制
度
の
導
入
を

求
め
る

た
。
世
代
間
公
平
負
担
と
し

て
、
20
年
か
ら
30
年
の
長
期

債
務
に
よ
り
毎
年
元
利
償
還

さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
老
朽
化
に
伴
い
新
た

に
大
き
な
財
政
負
担
が
発
生

さ
れ
て
い
く
も
の
と
予
測
さ

れ
る
。
右
肩
上
が
り
の
社
会

経
済
時
代
が
終
わ
り
、
厳
し

い
経
済
収
支
、
ま
た
少
子
高

齢
化
に
伴
う
財
政
需
要
の
転

換
が
避
け
て
通
れ
な
い
中
で
、

中
長
期
の
維
持
管
理
、
更
新

の
対
策
並
び
に
計
画
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

●
総
務
部
長　

公
共
施
設
や

社
会
資
本
の
維
持
管
理
に
つ

資
金
の
一
部
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
の
業
者
の

仕
事
を
増
や
し
、
地
域
の
経

済
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み

を
し
て
き
た
。
３
年
間
の
補

助
金
は
１
千
２
２
１
万
６
千

円
で
、
取
り
扱
い
業
者
は
41

店
、
助
成
を
受
け
た
工
事

は
２
１
０
件
で
総
工
事
費
は

２
億
６
６
０
万
円
に
も
な
る
。

事
業
は
今
年
度
で
終
了
と
な

る
が
、
市
は
、
こ
の
事
業
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
。
私
は
、
実
績
か
ら
も
、

業
者
さ
ん
の
声
を
聞
い
て
も

経
済
波
及
効
果
が
あ
り
、
市

民
に
喜
ば
れ
て
い
る
事
業
だ

と
思
う
。
ま
た
、
高
齢
世
帯

を
狙
っ
た
悪
質
な
業
者
に
よ

る
被
害
防
止
に
も
な
る
。よ
っ

て
、
次
年
度
か
ら
も
事
業
の

継
続
を
求
め
た
い
が
ど
う

か
。

●
市
長　

こ
の
助
成
制
度

は
、
Ｈ
19
年
度
か
ら
３
年
間

の
期
限
付
き
で
、
目
的
は
市

民
の
消
費
意
欲
の
促
進
及
び

市
内
の
商
工
業
者
等
の
振
興

を
図
る
こ
と
で
あ
る
が
、
私

は
、
目
的
の
達
成
は
出
来
た

と
思
っ
て
い
る
。
Ｈ
22
年
度

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
予
算

の
全
体
構
成
の
中
で
、
改
め

古川よし枝　議員

住宅リフォーム助成制
度について

●
秋
田
議
員　

新
た
な
社
会

資
本
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
財

政
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
市
民
や
地

域
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
計
画
的
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
応
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
そ
し

て
、
一
方
に
過
去

の
高
度
経
済
成
長

期
を
経
て
今
日
ま

で
、
道
路
、
公
園
、

住
宅
、
上
下
水
道
、

学
校
、
各
公
共
施

設
等
へ
の
社
会
資

本
が
大
量
に
整
備
、

蓄
積
さ
れ
て
き

秋田　政夫　議員

将来負担に対する公共施設並び
に社会資本整備（ストック）の維
持管理、更新への対応について

●
古
川
議
員　

平
成
19
年

度
か
ら
市
民
が
市
内
の
業
者

に
外
壁
、
屋
根
、
内
装
な
ど

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
を
発
注

す
る
こ
と
を
条
件
に
、
市
が

総合運動公園体育館（板橋）
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い
て
は
、
従
来
の
事
後
的
修

繕
か
ら
予
防
的
な
修
繕
及
び

計
画
的
な
管
理
へ
と
円
滑
な

政
策
転
換
を
図
る
た
め
に
、

橋
り
ょ
う
点
検
及
び
長
寿
命

化
修
繕
計
画
や
、
下
水
道
の

管
の
施
設
長
寿
命
化
計
画
な

ど
の
維
持
管
理
や
更
新
に
対

す
る
中
長
期
的
な
計
画
立
案

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
道
路
、
公
園
、
学

は
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
等
に
、
影
響
は
現
在

の
と
こ
ろ
は
な
い
も
の
で
あ

る
。
次
に
、
承
認
を
い
た
だ

い
た
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
に
お

け
る
、
現
在
ま
で
の
執
行
は

11
事
業
19
件
で
、
そ
の
内
の

市
内
業
者
の
受
注
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
設
置
事
業
、

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
の
設
置
事
業
、

低
燃
費
低
公
害
車
購
入
の
３

事
業
６
件
で
、
執
行
事
業
費

に
お
け
る
割
合
は
34
・
８
％

で
あ
る
。
な
お
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
テ
レ
ビ
設
置
事
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
の
電
気
工
事

事
業
者
の
参
入
機
会
を
増
や

す
た
め
、
工
事
を
分
散
す
る

工
夫
を
行
っ
た
が
、
今
後
も
、

市
内
の
業
者
で
対
応
が
可
能

な
事
業
に
つ
い
て
は
、
出
来

う
る
限
り
市
内
業
者
に
お
願

い
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

市
内
各
種
工
事
等
と
指

定
業
者
の
扱
い
に
つ
い

て

●
岡
田
議
員　

本
年
８
月
、

衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
か
ら

民
主
党
へ
の
政
権
交
代
が
行

わ
れ
、
麻
生
内
閣
の
21
年
度

１
次
補
正
予
算
の
凍
結
、
並

び
に
組
み
替
え
に
よ
る
22
年

岡田　伊生　議員

政権交代による ｢経済
危機対策 ｣の今後の見
通しについて

●
坂
議
員　

行
政
運
営
に
対

す
る
市
民
の
視
線
は
厳
し
さ

を
増
し
、
市
の
税
金
が
ど
の
よ

う
に
予
算
編
成
さ
れ
、
ど
う

使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

関
心
が
今
後
強
ま
っ
て
く
る
。

こ
う
し
た
市
民
の
意
識
に
適

切
に
答
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
市
民
及
び
市

民
団
体
・
各
委
員
会
等
の
様
々

な
要
望
や
行
政
評
価
委
員
会

の
評
価
結
果
等
は
来
年
度
の

予
算
編
成
に
ど
の
よ
う
な
形

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
国
の
補
助
金
な
ど
を

め
ぐ
る
地
方
自
治
体
の
不
正

経
理
が
横
行
し
て
い
る
実
態

が
あ
る
が
、
我
が
市
で
は
、
ど

の
よ
う
な
庁
内
徹
底
を
図
ら

坂　　　洋　議員

行政評価と来年度の予
算編成について

校
等
に
つ
い
て
も
財
政
計
画

と
併
せ
、
策
定
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
市
長　

管
理
費
用
に
つ
い

て
は
、
長
期
的
な
見
通
し
を

立
て
て
も
財
政
上
の
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く

利
用
者
に
ご
負
担
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
心
が
け
、
受
益

者
負
担
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

度
予
算
の
概
算
要
求
の
圧
縮

目
的
と
し
た
事
業
仕
分
け
作

業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
凍
結

さ
れ
た
予
算
の
中
に
、
当
市

が
７
月
臨
時
会
で
可
決
を
し

た
経
済
危
機
対
策
と
し
て
の

総
額
２
億
８
千
万
円
強
・
対

策
事
業
数
13
に
は
影
響
が
な

い
の
か
。
ま
た
、
７
月
臨
時

会
で
も
要
望
を
し
た
厳
し
い

経
済
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

地
元
企
業
を
意
識
し
た
事
業

発
注
等
の
経
過
と
、
今
後
の

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

●
総
務
部
長　

政
権
交
代

に
よ
る
事
業
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
事
業
で

あ
る
子
育
て
応
援
特
別
手

当
が
執
行
停
止
に
な
っ
た
他

は
、
地
域
活
性
化
あ
る
い

れ
た
の
か
。
市
独
自
で
外
部
の

専
門
家
を
交
え
て
調
査
・
検
証

を
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

●
市
長　

行
政
評
価
に
つ

い
て
は
、
Ｈ
18
年
度
よ
り

制
度
の
導
入
の
準
備
を
進

め
、
Ｈ
20
年
度
か
ら
導
入

し
、
約
８
０
０
事
業
の
う
ち

約
３
３
０
の
事
務
事
業
の
事

後
評
価
を
実
施
し
た
。
現
在
、

評
価
結
果
を
ま
と
め
て
い
る

段
階
で
あ
る
が
、
結
果
に
つ

い
て
は
、
各
課
に
お
い
て
の
事

業
の
必
要
性
、
有
効
性
、
効

率
性
、
公
共
性
を
十
分
に
考

慮
し
、
事
業
の
見
直
し
、
改

善
を
図
り
、
予
算
編
成
に
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
総
務
部
長　

基
金
や
予
算

の
執
行
に
つ
い
て
は
、
例
月

出
納
監
査
あ
る
い
は
決
算
監

査
な
ど
で
、
議
員
の
代
表
、

そ
し
て
民
間
の
有
識
者
に
よ

る
監
査
委
員
さ
ん
に
よ
り
適

正
な
予
算
執
行
を
確
保
す
る

た
め
、
厳
正
な
監
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
不
正
な
経
理

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

物
品
等
の
納
入
等
に
つ
い
て

も
、
検
査
員
、
立
会
人
、
そ

し
て
受
領
者
と
い
う
形
で
そ

れ
ぞ
れ
確
認
検
査
を
行
っ
て
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お
り
、
伝
票
や
発
注
と
異
な

る
納
品
は
、
当
市
で
は
あ
り

得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、

行
政
評
価
に
お
け
る
外
部
評

価
委
員
等
の
設
定
な
ど
に
つ

い
て
は
、
傍
聴
制
度
等
も
含

め
今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 ｢

子
育
て
応
援
特
別
手

当
執
行
停
止｣

の
市
の

対
応
に
つ
い
て

山崎　貞美　議員

平成 22 年度から始ま
る行財政改革について

●
染
谷
議
員　

公
共
施
設

は
、
安
全
・
安
心
が
基
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
３
カ
所
の
施

設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
１

染谷　礼子　議員

公共施設の改良整備に
ついて

カ
所
目
は
結
城
三
百
石
記
念

館
の
内
ト
イ
レ
と
外
ト
イ
レ

で
、
共
に
和
式
だ
け
で
あ
る

が
、
小
学
生
や
地
元
住
民
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
さ
れ
て

お
り
、
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
２
カ

所
目
は
間
宮
林
蔵
記
念
館
の

案
内
標
識
で
、
大
変
少
な
く

わ
か
り
に
く
い
。
市
の
誇
れ

る
文
化
財
で
も
あ
り
、
も
っ

と
標
識
を
増
や
し
見
や
す
い

も
の
に
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
３
カ
所
目
は
板
橋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、

北
側
入
口
の
段
差
は
危
な
い

と
の
声
が
多
い
。
転
倒
事
故

も
あ
り
、
早
急
な

改
修
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
段
差
を

ス
ロ
ー
プ
に
す
る

こ
と
で
、
事
務
所

脇
を
駐
輪
場
と
し

て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
多

目
的
ホ
ー
ル
に
舞

踊
や
健
康
体
操
な

ど
の
練
習
を
す
る

と
き
に
必
要
な
、

大
き
な
鏡
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

●
教
育
長　

結
城

三
百
石
記
念
館
の

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
や
洋
式
ト
イ

レ
に
な
れ
て
き
た
子
供
達
に

は
、
安
心
し
て
使
え
る
洋
式

ト
イ
レ
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
新
年
度
に
お
い
て

検
討
し
た
い
。
間
宮
林
蔵
記

念
館
の
案
内
標
識
に
つ
い
て

は
、
設
置
場
所
や
設
置
数
、

そ
れ
か
ら
看
板
の
大
き
さ
に

つ
い
て
、
新
年
度
に
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
板
橋
コ
ミ
セ
ン

の
段
差
に
つ
い
て
は
、
軽
い
ス

ロ
ー
プ
に
し
て
入
り
や
す
い

よ
う
、
補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、

多
目
的
ホ
ー
ル
へ
の
鏡
の
設

●
山
崎
議
員　

行
財
政
改
革

の
見
直
し
に
当
た
っ
て
、
改
革

の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば

大
き
く
５
項
目
に
分
か
れ
、

各
項
目
毎
に
細
分
化
さ
れ
て

お
り
、
概
ね
理
解
で
き
る
が
、

置
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
も
あ
り
新
年
度
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　

 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
の
拡
大

☆　

 

有
料
広
告
の
一
層
の
拡
充

住
民
の
代
表
を
選
ん
で
創
設

す
る
行
政
改
革
懇
談
会
メ
ン

バ
ー
の
構
成
は
ど
う
な
る
の

か
。
前
回
の
メ
ン
バ
ー
の
入

れ
替
え
は
あ
る
の
か
。
男
女

の
割
合
、
さ
ら
に
は
国
が
行
っ

て
い
る
様
な
事
業
仕
分
け
を

す
る
の
か
。
特
に
ど
の
部
分

に
力
を
入
れ
る
の
か
。
ま
た
、

外
部
評
価
制
度
を
導
入
し
て

い
く
よ
う
だ
が
、
削
減
ば
か

り
に
目
を
向
け
な
い
で
、
本

市
の
歳
入
に
力
を
注
ぐ
べ
き

だ
と
思
う
。
計
画
が
進
ん
で

い
る
開
発
も
大
事
だ
が
、
今

ま
で
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
ず
思
い
切
っ
た
規
制
緩
和

の
政
策
が
望
ま
し
い
。
あ
ら

ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
使
っ
て

県
と
連
携
を
密
に
し
て
、
製

造
業
、
生
産
企
業
に
と
ら
わ

れ
ず
、
あ
ら
ん
限
り
の
企
業

に
ト
ラ
イ
す
べ
き
で
あ
る
。

●
総
務
部
長　

懇
談
会
委
員

は
10
名
の
構
成
で
、
う
ち
新

た
に
５
名
の
方
を
選
任
し
、

男
性
が
８
名
、
女
性
が
２
名

で
、
先
月
、
市
長
よ
り
委
嘱

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な

お
、
当
市
で
は
、
行
政
評
価

制
度
を
中
心
に
事
業
の
廃
止
、

見
直
し
な
ど
の
改
革
作
業
を

行
政
内
部
で
行
っ
て
い
る
が
、

結城三百石記念館（谷井田）
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議
案
第
49
号　

つ
く
ば
み

ら
い
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

＊ 

古
川
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
６
号　

八
ッ
場
ダ

ム
中
止
問
題
に
つ
い
て
県

に
求
め
る

＊ 

古
川
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
第
７
号　

八
ッ
場
ダ

ム
中
止
問
題
に
つ
い
て

＊ 

海
老
原
議
員
か
ら
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
討
論
討
論

今
後
は
、
市
民
の
方
を
含
め

た
外
部
評
価
制
度
の
導
入
を

検
討
し
た
い
。
最
後
に
、
行

革
は
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
５

つ
の
基
本
方
針
を
柱
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
市
長　

企
業
誘
致
は
、
基

本
的
に
は
今
ま
で
の
計
画
を

主
に
、大
い
に
開
発
に
向
か
っ

て
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

つくばエクスプレス東京駅延伸等利便性向上に係る要望つくばエクスプレス東京駅延伸等利便性向上に係る要望

【政府提出先】
〇国 土 交 通 大 臣 前原　誠司氏
〇国 土 交 通 副 大 臣 辻元　清美氏、馬淵　澄夫氏
〇国土交通大臣政務官 長安　豊氏、三日月　大造氏、藤本　祐司氏
〇国土交通委員会委員 小泉　俊明氏
〇民主党本部幹事長 小沢　一郎氏　
〇県 連 代 表 大畠　章宏氏
〇茨城６区総支部長 大泉　博子氏

首都圏新都市鉄道に要望書を提出

　つくばみらい市議会及び守谷市議会の議員で構成する「つくばエクスプレス等
守谷･つくばみらい議会連絡協議会（会長今川英明つくばみらい市議会議長）」に
おいて、１月18日につくばエクスプレスを運行する首都圏新都市鉄道株式会社を
訪問し、TXの利便性向上のための東京駅への延伸及びみらい平駅の快速電車の
停車、混雑緩和のための８両編成化及び増便の要望書を後藤専務及び大塚常務に
手渡しました。また同日、政府に利便性向上の実現に向けた支援について、要望
書を提出しました。
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小中小中学生のみなさんが議会を見学学生のみなさんが議会を見学!!!!

　市立小絹中学校（人見校長）２年生、豊小学校 (大好校長 )６年生、谷原小学校 (成島校長 )６年生、
福岡小学校 (酒井校長 )６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市民
にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みをH20年度より開始し、市内小中学校単
位での本会議傍聴を促進しています。

福岡小　６年１組　飯
いい

塚
つか

　梨
り

帆
ほ

さん

市議会を見学して
　私は市議会を見学してすごいなぁと思いました。私たちの市
についていろいろなことを話し合い、検討している姿はとても
迫力があります。私たちがしている話し合いとは違っていろい
ろな質問、答えが飛び交っていました。一つの質問に対し、か
なり詳しい答えが返されていました。質問をする議員さんも、
たくさんのことを調べた紙を持っていたのでとてもおどろきま
した。いろいろな準備をしながら話し合いをしていたので、感
心しました。市議会というのは、本当にすばらしい所だなと思
いました。私たちが住んでいるこの市も、いろいろな人たちの
おかげで保たれているということも改めて感じました。私は、
この市の未来がどういう風になるかとても楽しみです。

福岡小学校６年１組のみなさん

谷原小　６年１組　豊
とよ

島
しま

　佑
ゆう

香
か

さん

市議会を見学して
　私は、市議会を見学して、たくさんの課題についてみんな
で話し合っている所がすごいと思いました。前まではあまり
興味がなかったけど、今日見学したことによってつくばみら
い市のためにみんなしんけんに話を聞いたり、どのようにし
たらいいかなどを考えていることがわかって興味を持ちまし
た。難しいことがたくさんあって私には少ししかわかりませ
んでした。１人１人それぞれの意見をみんなに説明していて
とてもすごかったです。ぜひまた見学に行きたいと思います。 谷原小学校６年１組のみなさん

豊小　６年１組　鈴
すず

木
き

　風
ふう

雅
が

さん

市議会を見学して
　わたしは、初めて市議会を見ました。質問する人と答え
る人にわかれていて、答える人が質問されたことに対して、
的確に答えていたのがすごいなと思いました。難しい言葉
がでてきてわからないことがあったけれど、聞いていくう
ちに、テレビなどで聞いたことのある言葉などがでてきて
わかってきました。わたしは市議会を見学して、政治やた
くさんのことをもっと知りたいなと、思いました。豊小学校６年１組のみなさん
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小絹中　２年３組　早
はや

見
み

　咲
さ

紀
き

さん

市議会を見学して
　今回、初めて議会を見学して、初めはなぜかとて
もきん張しました。でも、議員の方々の話の内容を
きいていると、｢つくばみらい市にも、そんな問題
があったんだ ｣など初めて知ることが出来たものが
たくさんありました。特に興味をもったのは、イ
ンフルエンザ対策についてです。ワクチンを受験生
のためにもっと対策できないのか、など市議会の人
達が私達学生のために提案をしてくれていたりする
ところを見て、とても好印象を持てました。少しイ
メージと違うところもあったけど、これからも、私
達のためにたくさん話し合いをしてほしいと思いま
した。

小絹中学校２年３組のみなさん

小絹中　２年２組　関
せき

　令
れ

奈
な

さん

市議会を見学して
　本会議中の空気はすごくピリピリしているんだろ
うなと思いながら席にすわると、おだやかで考えて
いたよりとても傍聴のしやすい雰囲気でした。議案
もとても私達に身近なもので、共感・疑問など考え
ながら傍聴することが出来、とても有意義な時間を
過すことが出来ました。議案は私でも ｢そうなると
いいな。｣と思うものばかりで、市議会議員の人た
ちは、きちんと私達が必要としている事・疑問に思っ
ている事を、はっきりわかっているうえで私達が実
行出来ない事を実行し、実現しようとしてくれてい
る事がわかりました。市のことなどを知り、考える
ことの出来た、とても有意義な時間を過すことが出
来ました。

小絹中学校２年２組のみなさん

小絹中学校２年１組のみなさん

小絹中　２年１組　松
まつ

山
やま

　みなみさん

市議会を見学して
　市議会を見学する前、私はきんちょうしていまし
た。議会というとなにか緊迫したようなイメージが
あったからです。しかし、実際はとてもあたたかい
感じすらしました。最初は不思議でしたが、それは
市議会議員の方々みんなが ｢つくばみらい市をよく
したい。｣という思いで話し合っているからだと感
じました。私は、今まで市議会にあまり関心がなかっ
たけれど、見学をしてみて少し興味もでてきました。
そして、つくばみらい市の市民でよかったなと思い
ました。また機会があったら、ぜひ行きたいです。
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編

集

後

記

編

集

後

記

▼▼

▼▼

▼▼

○○ご意見ご感想をお寄せくださいご意見ご感想をお寄せください○○
 『議会だより』についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本紙編集の参考にさせて
いただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎58-2111　FAX20-5760　Eメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

　

昨
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
可
決
さ
れ
た
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
市
税
が
景
気
後

退
の
影
響
に
よ
り
当
初
予

算
に
対
し
て
法
人
市
民
税
が

42
・
５
％
減
収
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
個
人
市
民
税

が
６
・
１
％
、
固
定
資
産
税

に
お
い
て
は
３
・
９
％
の
増

収
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
体

財
政
は
家
計
と
同
じ
で
、
収

入
の
中
で
や
り
く
り
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
量
入
制
出
、
言
う
ま
で

も
な
く
よ
り
正
確
な
歳
入
計

画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
年
明
け
て
、
今
年

も
昨
年
同
様
に
大
変
厳
し
い

経
済
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
新
政
権
に
よ
る
地
域
主

権
改
革
が
本
格
化
さ
れ
る
年

で
も
あ
り
ま
す
。
地
方
の
果

た
す
役
割
が
さ
ら
に
重
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
我
々
議
員

は
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え

て
、
市
民
生
活
の
向
上
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

市議会を傍聴しませんか !!

議会ＴＶ放映中

議
会
開
会
中
、
伊
奈
庁
舎
及

び
谷
和
原
庁
舎
の
ロ
ビ
ー
に

設
置
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
で
、

本
会
議
の
様
子
を
生
中
継
し

て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
視

聴
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
写
真
を
議
会
だ
よ
り
に

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

掲
載
写
真
募
集
！

議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができ
ます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で傍聴券に住所、氏名、年齢をご記入し
ていただくだけで、傍聴席（定員50人）に入場できます。
なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎３階です。

◎第４回臨時会　傍聴者数　　１人

◎第４回定例会　傍聴者数　206 人　（内小中学生 192 人）

会期日程のお知らせ

　日程等については変更になる場合があります。なお、会期日程は、議会
運営委員会（通常は開会日の７日前に開催）で協議され、定例会初日の本
会議で決定されますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

平成22年第１回定例会は、次のとおり開催される予定です。
月日 曜日 会議 内　　　　　容

３月２日 火
本会議

開会
３月３日 水 一般質問
３月４日 木 一般質問、議案の委員会付託
３月５日 金

常任委員会 総務常任委員会、教育民生常任委員会、
経済常任委員会３月８日 月

３月９日 火
３月11日 木

特別委員会 予算特別委員会３月12日 金
３月15日 月
３月17日 水 本会議 委員長報告、質疑、討論、採決、閉会


